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謎の２粒子は正体同じ！？阪大教授が新宇宙理論
　ノーベル賞を受賞した南部陽一郎博士の理論か
らその存在が予測されたヒッグス粒子が、宇宙を
満たす謎の暗黒物質（ダークマター）と同じもの
であるという新理論を、大阪大の細谷裕教授がま
とめた。

　“二つの粒子”は、物理学の最重要テーマで、世
界中で発見を競っている。暗黒物質は安定してい
て壊れないが、ヒッグスは現在の「標準理論」で
はすぐに壊れるとされており、新理論はこれまで
の定説を覆す。証明されれば宇宙は私たちの感覚を超えて５次元以上あることにな
り、宇宙観を大きく変える。

　ヒッグスは、質量の起源とされ、普段は姿を現さないが、他の粒子の動きを妨げ
ることで、質量が生まれるとされる。一方、衛星の観測などから宇宙は、光を出さ
ず安定した暗黒物質で満ちていると予想されている。細谷教授は、宇宙が時間と空
間の４次元ではなく、５次元以上であると考え、様々な粒子が力を及ぼしあう理論
を考えた。その結果「ヒッグスは崩壊せず、電荷を持たない安定した存在」となっ
た。

　欧州にある世界最大の加速器（ＬＨＣ）では最大の課題としてヒッグスの検出実
験が行われる。ヒッグスが不安定なら、崩壊時に観測が可能だが、細谷理論のよう
に安定だと観測できない。ただ、新たな実験手法で検証は可能という。

　一方、暗黒物質候補も０９年末、「発見の可能性」が報告されたが、細谷理論と
矛盾しないという。

　細谷教授は昨年８月に欧州の物理学誌に新理論を発表。秋に来日した南部博士に
も説明した。南部博士は「今まで誰も気づかなかった見方で、十分あり得る」と評
価したという。

　小林富雄・東京大教授（素粒子実験）の話「美しく素晴らしいアイデア。数年で
新理論を検証できる可能性がある」

　 標準理論　物質や力の成り立ちを説明する理論。宇宙の四つの力のうち重力を
除いた電磁気力や弱い力、強い力を説明する。物質になぜ重さがあるのかを説明す
る南部博士の理論などが基礎になっている。
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